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江
戸
の
雷
に
多
摩
川
の
水
を
届
け

た
玉
川
上
水
。
近
年
、
世
界
遺
産
登
録

へ
向
け
た
取
り
組
み
が
熱
を
帯
び
つ
つ

あ
る
。
「
市
民
が
選
ん
だ
玉
川
上
水
・

分
水
網
関
連
遺
構
1
○
○
選
」
は
そ
の

一
つ
。
選
定
に
協
力
し
た
市
民
団
体
や

研
究
者
ら
は
、
江
戸
時
代
の
高
度
な
土

木
技
術
や
東
京
の
発
展
の
歴
史
に
光
を

当
て
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
足
が
か
り

と
し
た
い
考
え
だ
。

市民が選んだ遺構100選

「
活
動
を
始
め
た
二
十
数
年
前
は
『
な
ん
で
あ

ん
な
ド
ブ
川
が
世
界
通
産
に
な
る
の
』
と
笑
わ
れ

た
。
登
録
ま
で
何
十
年
と
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
よ
う
や
く
入
り
口
ま
で
来
た
ん
だ
」
。
玉
川

上
水
流
域
の
二
十
二
の
市
民
団
体
な
ど
で
つ
く
る

「
玉
川
上
水
ネ
ッ
ト
」
事
務
局
長
の
鈴
木
利
博
さ
ん

で
)
は
、
苦
労
を
振
り
返
り
つ
つ
前
を
向
い
た
。

1
0
0
選
は
二
〇
一
九
年
に
「
玉
川
上
水
・
分

水
網
を
生
か
し
た
水
循
環
都
市
基
局
連
絡
会
」
が

選
定
し
た
。
連
絡
会
は
約
七
十
の
市
民
団
体
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
も
名
を
連
ね
る
。

歴
史
の
解
説
文
や
写
真
を
掲
載
し
た
資
料
を
作

り
、
市
民
団
体
が
展
一
本
や
講
演
で
活
用
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
1
0
0
選
の
一
つ
、
「
青

「100年先も残すため」活動に熱気
梅
街
道
沿
い
の
小
川
分
水
と
新
田
開
発
」
を
紡
ね

た
。
小
平
市
の
麗
地
を
流
れ
る
小
川
分
水
は
、
江

戸
前
期
に
新
田
開
発
の
た
め
、
玉
川
上
水
か
ら
水

を
引
い
た
と
い
う
。
最
初
期
の
分
水
の
一
つ
で
、
今

も
野
菜
を
洗
う
た
め
に
農
家
が
利
用
し
て
い
る
。

小
金
井
市
の
「
小
金
井
分
水
・
山
王
窪
の
欒
樋

遺
構
」
で
は
、
水
路
と
河
川
を
交
差
さ
せ
、
双
方

の
水
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
「
築
樋
」
と
呼

ば
れ
る
工
事
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
一
六
九
六

(
元
禄
九
)
年
、
市
内
を
流
れ
る
仙
川
の
上
を
横

断
す
る
形
で
土
手
を
築
き
、
そ
の
上
に
小
金
井
分

水
を
流
し
た
。
仙
川
の
水
は
土
手
の
下
の
ト
ン
ネ

ル
に
通
し
、
流
れ
を
阻
ま
な
い
よ
う
工
夫
し
た
こ

と
が
分
か
る
。

明
治
以
降
の
遺
構
も
選
ば
れ
て
い
る
。
「
分
水

改
正
と
新
堀
用
水
」
は
、
一
八
七
〇
(
明
治
三

年
に
玉
川
上
水
の
通
船
開
始
に
伴
い
、
上
水
の
北

側
を
並
行
し
て
流
れ
る
よ
う
に
開
削
さ
れ
た
新
堀

用
水
の
小
川
橘
付
近
の
「
ほ
っ
こ
ぬ
き
」

(
小
平

市
)
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
ほ
っ
こ
ぬ
き
」
は
水
を
上
流
よ
り
も
高
い
場
所

へ
流
す
手
法
で
、
幕
末
期
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
い

う
。
小
平
監
視
所
(
立
川
市
)
が
ら
下
流
に
画
生

水
を
流
す
放
流
口
な
ど
も
選
定
さ
れ
た
。

玉川上水の歴史

●
『
/
一

世
界
遺
産
登
録
に
は
、
保
全
活
動
も
欠
か
せ
な

い
。
「
玉
川
上
水
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
は
、
羽
村
取

水
堰
(
羽
村
市
)
か
ら
皇
居
ま
で
を
歩
き
、
遺
構

な
ど
を
調
査
す
る
「
玉
川
上
水
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺

産
」
に
登
録
さ
れ
た
。

同
ネ
ッ
ト
に
所
属
す
る
「
玉
川
上
水
の
自
然
保

護
を
考
え
る
会
」
は
、
立
川
市
内
の
小
学
校
な
ど

と
連
携
し
、
玉
川
上
水
で
約
三
十
年
間
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
し
て
き
た
。
同
会
会
長
の
献
本
悦

久
さ
ん
毛
も
は
「
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
光
景
は
、
玉
川

上
水
に
今
も
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
の

証
明
に
な
る
」
と
意
気
込
む
。

た
だ
、
登
録
に
は
大
き
な
壁
も
あ
る
。
「
転
用

上
水
を
元
の
姿
に
戻
せ
る
か
ど
う
か
だ
」
と
連
絡

会
事
務
局
長
の
辻
野
五
郎
丸
さ
ん
金
も
。
小
平
監

視
所
か
ら
下
流
の
流
れ
は
一
九
八
六
年
に
復
潤
し

た
も
の
の
、
流
し
て
い
る
の
は
再
生
水
で
、
そ
れ

も
杉
並
区
の
浅
間
橋
ま
で
。
浅
間
橘
か
ら
終
斑
の

四
谷
大
木
戸
(
新
宿
区
)
ま
で
は
地
下
で
つ
な
が

っ
て
い
る
が
、
水
は
な
い
。

そ
こ
で
連
絡
会
で
は
、
羽
村
取
水
堰
で
取
り
込

む
水
量
を
増
や
し
、
多
摩
川
の
潜
流
を
四
谷
大
木

戸
や
皇
居
の
外
堀
ま
で
流
し
、
堀
の
水
を
浄
化
す

る
と
い
う
構
想
も
練
っ
て
い
る
。
辻
野
さ
ん
は

「
水
路
は
水
を
流
さ
な
い
と
形
が
失
わ
れ
て
い

く
。
百
年
先
も
残
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
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